
資料ＷＧ２－２

ＩＣＴ分野の研究開発人材に関する調査（案） 

 

 

１ 目的 

 研究開発の成果をイノベーションの創出に発展させていくことが必要であり、

ＩＣＴ分野のイノベーション創出を担う人材の確保が喫緊の課題となっている。 

 このため、産業界において、イノベーション創出に求められる人材とはどの

ような人材なのか、どの程度不足しているのか、そのうち、各企業が一企業内

だけでは育成が困難な人材はどの程度なのかを明らかにすることを目的とする。 

  

２ 回答の取扱い 

 提出された回答は統計的に処理し、個別企業の回答を公表することはしない。 

 

３ 調査項目 

①分野 

 ◆要素技術系 

  ・通信・ネットワーク分野 

  ・情報システム分野 

  ・情報セキュリティ分野 

  ・ソフトウェア技術分野 

  ・エレクトロニクス・デバイス分野 

  ・基礎工学分野 

  ・その他（     ） 

 ◆適用技術系 

  ・製造技術分野 

  ・品質工学分野 

  ・ソリューション設計分野 

  ・ユーザビリティ技術 

  ・その他（     ） 

 ◆管理技術系 

  ・プロジェクトマネジメント分野 

  ・システムアナリシス分野 

  ・事業化推進分野 

  ・技術戦略分野 

  ・その他（     ） 

※特に対象となる分野がある場合には括弧内に記述願います。複数ある場合には複数記述願います。 



 

②職種（研究・開発者／技術者（技能系技術者）／その他（  ）） 

 

③レベル（主幹／主席／主任／副主任／一般職員／その他（  ）） 

  主幹レベル・・・・部長・本部長、研究センター長 

  主席レベル・・・・課長レベル、グループリーダー 

  主任レベル・・・・課長補佐レベル 

  副主任レベル・・・係長レベル 

 

④その他 

 その他、人材を特定するために必要な情報があればご記入下さい。 

 

⑤育成が必要な人数（不足している人数）（現在）（単位：人） 

 

⑥育成が必要となる人数（不足が見込まれる人数）（５年後）（単位：人） 

 

⑦育成が必要となる人数（不足が見込まれる人数）（１０年後）（単位：人） 

  ※予測が困難な場合には未記入でかまいません。 

 

⑧自社内での育成の可否（可：○／否：×） 

 

４ 提出期限   

 平成１９年１月１９日（金） 

 

５ 提出方法  

 ＦＡＸ又は電子メールで提出願います。 

 

６ 提出先   

 総務省情報通信政策局技術政策課 

 

 



ＩＣＴ分野の研究開発人材に関する調査票（案） 

 

貴社名：                  

貴社の情報通信分野の研究者数：     人（注） 
（注）平成１８年度科学技術研究調査における「産業、専門別研究者数（企業等）」で「電気・通信」の研究者数。全産業 179,927 人。 

 

 ①分野 ②職種 ③レベル ④その他人材を

特定する情報 

⑤育成が必要な

人数 

（現在）（人） 

⑥育成が必要と

なる人数 

（５年後）（人） 

⑦育成が必要と

なる人数 

（10 年後)（人） 

⑧自社内での育

成の可否 

 1  

（       ） 
       

 2  

（       ） 
       

 3  

（       ） 
       

 4  

（       ） 
       

 5  

（       ） 
       

 6  

（       ） 
       

 7  

（       ） 
       

 8  

（       ） 
       

 9  

（       ） 
       

10  

（       ） 
       

※必要に応じ行を追加して回答願います。 



ICT 分野の研究開発人材に関する調査（案） 

 

「３ 調査項目」の「①分野」における定義 
 

◆要素技術系 

○通信・ネットワーク分野 

ネットワークアーキテクチャー、プロトコル、ネットワークノード、伝送、RF、光通信、アンテ

ナ、周波数管理などに関する分野 

○情報システム分野 

スーパーコンピュータ、サーバー技術（分散処理）、言語、OS、グリッド、ミドルウエア開発、

情報検索、Web 技術、データベースなどに関する分野 

○情報セキュリティ分野 

暗号技術、電子署名、認証、バイオメトリクス、著作権関連技術などセキュリティに関する分野

全般（本来ソフトウエア技術に含まれるが、この部分だけ特別に抽出） 

○ソフトウエア技術分野 

開発手法、開発プラットフォーム、ソフトウエアエンジニアリング、システムアーキテクチャー

に関する分野 

○エレクトロニクス・デバイス分野 

回路、半導体、プロセッサ、材料、新素材、デバイス・プロセス化技術、マイクロ・ナノテクノ

ロジー、バイオ、レーザー、メカトロニクス、センサー、などに関する分野 

○基礎情報工学分野 

知識工学、情報化理論、音声認識、AI、電磁解理論、量子論、など 

○その他 

上記に入らない分野 

 

◆適用技術系 

○製造技術分野 

ファクトリーインテグレーション、製造/生産プロセス開発、生産システム、オペレーションマ

ネジメントなどに関する分野 

○品質工学分野 

計測技術、歩留まり向上技術、テスト・故障解析技術、シミュレーションなどに関する分野 

○ソリューション設計分野 

センサーネットワーク、ユビキタスネットワーク、ITS、SOA、組込みソフトウエア、モジュール

化、統合化などに関する分野 

○ユーザビリティ技術  

ヒューマンインターフェース技術、インタラクション技術、エージェント技術などに関する分野 

○その他 

上記に入らない分野 

 

◆管理技術系 

○プロジェクトマネジメント分野 

プロジェクト推進、リスクマネジメント、スコーピング、スケジューリング、工程/パフォーマ

ンス管理などに関する分野 

○システムアナリシス分野 

フィジビリティスタディ、リバースエンジニアリング、KPI 設定などに関する分野 

○事業化推進分野 

研究テーマの評価、技術経営組織構築、企業競争力向上のための産学連携・アライアンス、標準

化戦略、研究開発従事者および技術者育成に関する分野 

○技術戦略分野 

社会・技術トレンドと中長期シナリオプラニング、科学技術政策、技術戦略立案、特許/知的財

産戦略、ブラックボックス戦略など技術戦略構築に関する分野 

○その他 

上記に入らない分野 








